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要 旨 ：高耐久 性 プ レ テ ン シ ョ ン PC 桁の 実用化 に 向けて ，エ ポ キシ 樹脂被覆 PC 鋼より線を使用 した プ レ テ ン

シ ョ ン PC 桁の 開 発 を行 っ て い る。こ こ で は，エ ポ キ シ 樹 脂 被覆 PC 鋼 よ り線 仕 様 と普 通 PC 鋼 よ り線仕 様 の

プ レテ ン シ ョ ン PC 桁を同
一

条件下で製作 し，それ らの 耐荷性能を実験的に比較検討 して い る。その 結果，両

桁 が 同等 の 性能を有す る こ と を確認 した。エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 鋼 よ り線仕様 の PC 桁製作 に際 して は，蒸気

養生終了後 ，
コ ン ク リートの 内部温度が所定の 66℃以下 に下 が る の を確認 して プ レ ス トレ ス 導入 を行い

， 懸

念され てい るエ ポ キ シ 樹脂の 軟化 に伴 う鋼 よ り線の 付着性能 の 低下を防い で い る。

キーワ ード ： エ ポ キ シ樹脂被覆 PC 鋼 よ り線，プ レ テ ン シ ョ ン PC 桁，温 度管理 ，耐荷性能 ， 高耐久性

1，は じめに

　平成 14年 3 月 に道路橋示方書 ・同解説が 改定され，

耐久 性設計の 目標期間を 100年 と想定 した塩害対策が 規

定され て い る。そ の 規定で は．最 も厳 しい 塩害環境 に 対

して 対策区分 S を設 け，か ぶ りの 増加、塗装鉄筋 の 使 用，

コ ン ク リ
ー

ト表面塗装および そ れ らの 併用等 の 塩害対

策 を講 じて い る
1）。

　沖縄 県 内の 対策区分 S に於 け る現在の 塩害対策と して

は ，ポス トテ ン シ ョ ン PC 桁に エ ポ キ シ樹脂被覆PC 鋼材

（ボ ス テ ン 仕様），エ ポ キ シ 樹脂塗装鉄筋，ポ リエ チ レ

ン シ
ー

ス 等を採用し，ミニ マ ム メ ン テ ナ ン ス 橋 の 設計仕

様 と して定 着 して い る 。 ま た ， プ レテ ン シ ョ ン PC 桁の

塩害対策 と して は，か ぶ りの 考慮 ， 普通 PC 銅材 の 使用 ，

コ ン ク リート表面塗装等が採用され て い る。しか し，こ

の コ ン ク リート表面塗装に 関 して は ， 長期寿命を想定す

るとメ ン テ ナ ン ス コ ス トが莫大になるだ けで なく，桁 の

配置 か ら桁側面の 塗 り替えが 不 可能 で あ る こ とが 指摘

され，維 持管理 の 観点か らも懸念が生 じて い る。

　 プ レテ ン シ ョ ン PC 桁 に お い て も，ポ ス トテ ン シ ョ ン

1℃ 桁 と同様 に，エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 銅材 （プ レ テ ン シ

ョ ン 仕様 ） の 使用 が 可能で あ り ， 沖縄県内にお い て 過去

に採 用 され た実績 も あ る 。 しか し，そ の 性 状 に つ い て の

検 討 が 必 要 で あ る た め，一般 的 な 仕 様 に は至 っ て い な い 。

　塩 害の 厳 しい 新潟県 に お い て は塩害対策 マ ニ ュ ア ル

（案） を設 け，上 記 の 問題 に 対 し対 応 して い る
2）。対 策

区分 S の 壌害対策と して ，プ レ テ ン シ ョ ン PC 桁を使用

する場合，かぷ りの 確保，塗装鉄筋お よび被覆鋼材 を用

い る こ と と し て い る 。
し か し，プ レ テ ン シ ョ ン nc 桁製

作段階に お け る被覆銅材に 関わ る 温度管理 の 検討が な

が され て い ない。

　 プ レ テ ン シ ョ ン   桁 にエ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 銅材を使

用する際 に は，桁製作時における蒸気養生の 加熱お よ び

水和熱 に よ る エ ポ キ シ 樹 脂被覆 へ の 影響 が 懸 念 され る。

こ の 問題 に 関す る検討 は 米国 に お い て な さ れ ， ASTM

A882 ／A882M ，04a（内部充填型 エ ポキ シ 被覆 7 本よ り PC

鋼 よ り線の 標 準 規 格 ）に 製 品 規 格 が確 立 され て い る
3）。ま

た ， 桁製作 に 関 して は ， 米国 プ レ ス トレ ス コ ン ク リート

協会 （PCI）が エ ポ キ シ 被覆ス トラ ン ドに 関す る ガ イ ド

ライ ン を制定 して い る
e 。こ れ 等 に 明記 され て い る桁製

作時 の 注意事項は，プ レス トレ ス 導入時 の コ ン ク リ　
一一

ト

温度 を 66℃ 以 下 と し，高 温 に よ る エ ポキ シ樹 脂被覆 の 軟

化 に伴 う付着性能の 低下を避 け る 事 と して い る 。

　そ こ で 本試験研究で は，プ レ ス トレ ス 導入時の コ ン ク

リート内部温 度管理 に 注 目 してい る 。 そ の 温 度管理の 下

でエ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 錆より線仕様 と普通 1℃ 銅 よ り線

仕様 の ブ レ テ ン シ ョ ン PC 試験桁を同
一

条件下で 製作 し

てい る。それ らの 2 本の PC 試験桁 の 耐荷性能 を静的載

荷試験 に よ り比 較検討 し，両 桁が 同等 の 耐荷性能を有す

る こ と を確 認 した。

2．試 験方法

　本 試 験 研 究 で は，予 備試 験 と して エ ポ キ シ 樹脂 被覆 PC

鋼よ り線仕様の 予 備試験桁 （ス パ ン 3m）を製作 し，温

度管理 の 下 で プ レ ス トレ ス 導入 を 行 っ た 。 桁 製作 時の コ

ン ク リ
ー

ト温度お よびひずみ の 測定を埋込型ひずみ計

（KM ・100BT ，（株）東京測器研究所）で 行い ，付着性能 に

ロ ス が無 く，所定の プ レス トレ ス が 導入 さて い る事 を確

認 した 。
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　次に エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 鋼 よ り線仕様 と普通 PC 鋼 よ

り線仕様 の 二 種 の プ レ テ ン シ ョ ン PC 試験桁 を同
一

条件

下 で 製作 し た。それ らの 桁の 曲げ破壊試験を行い 、耐荷

性能の 検討を行 っ た
。

　普通 PC 鋼 よ り線仕様 の 試験 桁 の 設計に 際 して は，参

考文献 5）に 示 され る B 活荷重用 プ レ テ ン シ ョ ン ス ラ ブ橋

げた断 面（BSI2−S）を採 用 した 。 そ の 際の 定着長さは 道路

橋 示方書
1）に 示 され る直径の 65倍（65 × 152）を採 用 した。

また，エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 鋼より線仕様 の 試験桁 の 設

計に際 しては，PCI　Cornmittecの ガイ ドライ ン
A）
の 提案 に

基 づ き，上 記 の 値 と同様 の 値を採用 した 。本試験研究 の

実験 は実大 で行 っ た 。

2，1 試験桁の 製作

　本試験桁 の 使用材料の 特性に つ い て 記述する。コ ン ク

リートの設計基準強度，プ レ ス トレ ス 導入時の 圧縮強度

は各 々 ，50N／i 　n2，35Nlmm2 で あ り，ま た，ヤ ン グ係 数

は，3．3× 104N  2
で あ る。　PC 鋼材 と して は，普通 PC

鋼 よ り線（nSG3536 ・1999，　lSl5．2B，　SWPR7BL ）とエ ポ キ

シ 棚 腋 覆 1℃ 鋼 よ り線 噬 本外径 16．4mm ，基本膜厚

600μ m ，機械 的特性 は 」1S　 G3536−1999，　 ISI52B，

SWPR7BN と同様） を用 い て い る。こ れ 等 は 同様 の 強度

を示 し ，引 張 応 力 度 1850Nlmm2 ， 降 伏 点応 力 度

1600N／inm2 で あ り，ヤン グ係数 は 1．934× loNlmmi で あ

る。こ れ らの リラ ク セ
ー

シ ョ ン 値 は異なり，前者 が蒸気

養生時 2．5％ ， 標準 1．5％ ， 後者が蒸気養生 6％ ， 標準 5％

で あ る 。 また，ス ターラ ッ プに は，φ10 の 普 通 鉄 筋 （SD295 ，

JIS　G　3112） お よ び エ ポ キ シ 樹 脂 塗 装 鉄 筋 （SD295 ，

JSCE −EIO2・20036）） を用い た 。

　（1｝予備試験桁

　プ レ ス トレ ス 導入 を確認 す る た め
， 予 備試験 として 図

一1に 示 す エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 釧 よ り線仕様 の 予 備試

験桁 （ス パ ン 3m）を製作 した。こ こ で は，コ ン ク リー

トの 温度管理 を厳守 し，所定の 温度 66℃ まで 温 度 が 下が

る の を待 っ て プ レ ス トレ ス を導入した。

　使用鋼材 は，エ ポ キ シ樹脂 被覆 PC 鋼 よ り線お よ び エ

ポキ シ樹脂塗装鉄筋 で ある。

　（2）本試験桁

　本試験桁 は，図一2 に 示す様に，実橋 と 同様 の 中空タ

イ プの ス ラブ襦桁 （ス パ ン 12m）で ある。表示の 図はエ

ポ キ シ樹脂被覆 PC 鋼よ り線仕様の 試験桁 BS12 −S2 の 諸

元を示 して い る が ，普通 PC 鋼よ り線仕様 の 試験桁

BS12 −S1 も鋼材 が異 な るだ け で 同様の 諸 元 で ある 。 そ れ

らの 主な仕様および 設計値を表
一1に示す。本試験桁の 製

作 に 際 して は 熱電対 を用 い て コ ン ク リ
ー

ト温度を経時

的 に測定 し，プ レ ス トレ ス の 導入 時期 を 決 定 した 。

2．2 試験方法

　 予 備 試 験 桁 で は，ス パ ン 中央 部 にお い て コ ン ク リ
ー

ト

打設後 の コ ン ク リート温度お よ び ひ ずみ を経時的 に 測

定 した。ま た，プ レ ス ト レ ス 導 入 時 の ひ ずみ を測定 し，

所定 の プ レ ス トレ ス 導入 を確 認 した。

　 コ ン ク リ
ー

ト内部温度お よび ひ ずみの 測定に は，温度

測定 も可 能な埋 込 型ひ ずみ 計を使用 した。なお，埋込 型

ひず み計 の 設置位置 を 図
一1に 示 す 。

　本 試験桁 の 温度測定位置 は，端ブ ロ ッ ク，鋼材緊張力

が一
定値 に 達す る伝達長 の 位置お よ び 高温 が 予想され

る 充実断面を選定 した （図一2 参照）。

　 曲げ破壊試験は，llSA5363に基 づ くもの とし，付属書

2、図 1お よび 図 2 に示 され る載荷方法 に よ っ て行 っ た。

こ こ で は ， ス パ ン 12m に 対 し ， 載荷荷重をス パ ン 中央 よ

り 75cm の 2 点に 分割 し て 載荷 して い る。曲げひ び 割れ

モ
ー

メ ン トに 相当す る 荷重 を載荷 し，その 荷重を曲 げ ひ

び割 れ荷重 と定義 して い る。測定方法 は，ス パ ン 中央お
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よUt　114点部 の コ ン ク リ
ー

ト上下 面 にひ ずみ ゲージ （共　　点に お け るた わ み を変位計 （SDP −CT ，（株 ）東京測 器究所）

和電業　KC −70−120−Al −11）を貼付 し，載荷荷重に対応す　　 に よ り測定 した （図一3 参照）。

るひ ずみ測定を行 っ た。また，ス パ ン 中央および 1〆4 部

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表一1 試験桁の 主 な仕様およ び設計笆

BS12 ．Sl BS12・S2

PC 鋼 よ り線 お よび 鉄筋 普通 PC 銅 よ り線 （∬SG3536

S胛 R徂 L ） ISI5．2 
， 普通 鉄 筋

（SD295 ，　 JIS　G 　3112）

エ ポキ シ 樹脂被覆 PC 鋼 よ り線 （皿SG3536

お よ び ASTM 　A882 エ ポ キ シ被覆 7 本 よ り

線に 準 じ る）IS！5．2mm ，エ ポ キ シ 樹脂塗装

鉄筋 （SD295 お よ び JSC 珪 E 　102・2003）

リラ クセーシ ョ ン 値 蒸気養 生 時 ：2．5％，標準 値 ： L5 ％ 蒸気養 生 時 ：6．0％ ，標準値 ：5％

コ ン ク リートの 設計基準強度 50（MP 亀 M  
2
） 50（M 取 N ノ 

2
）

初期引張 応力 度 1
，
350 （M  

2
） 1

，
350（N  

2
）

曲 げひ び 割れモ ー
メ ン ト 609 （kN ・m ） 575（珥 ’m ）

曲げひ び 割れ荷重 184 （kN） 171（kN ）

ひ び 割れ荷重載荷時 た わみ 2L9 （  ） 20．3 （  ）

破壊抵抗曲げモ ーメ ン ト 1．076．5（kN ・m ） 1，074 （kN ’m ）
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図
一4 コ ン ク リート内部 の温度履歴

3．試験結果および考察

　最初 に 予備 試 験 に おけ る コ ン ク リ
ー

ト内部温度履歴

お よ び ひ ず み の 経時的変化 を記 述す る 。 次 に 本 試験 に お

ける試験桁 BS12−S　1 （普通 PC 鋼よ り線仕様） お よ び

BSl2・S2（エ ポ キ シ 樹脂 被覆PC 鋼よ り線仕様）に 関 し て ，
コ ン ク リ

ート内部温度履歴お よび曲げ破壊試験結果 を

示 し，それ らに関する 考察を記述す る。

　全 て の 試験桁 の 常圧 蒸気養 生は，コ ン ク リート打 設 後 ，

3 時間 以 上 の 前養生 の の ち，2 時間の 昇温時間を経 て ，

温度 60± 5℃ を 6 時間保持 し 養生 を行 っ て い る。

3、t 予 備奚 験

　予備試 験桁 の コ ン ク リ
ー

ト内部の 温度測定結果 を 図

一4 に 示す。こ こ で は，埋 込 型ひ ずみ 計 に よ り測 定 され

た コ ン ク リ
ー

ト打 設 時 か らの コ ン ク リート温度と蒸気

養生温度を図示 して い る 。
コ ン ク リー トの 内部温度は，

蒸気 養 生 に伴 う水 和 熱 に よ り早 期に 高温 に 達す る。測定

位置 に 関 して は，内部 の 上段 が 下 段に 比 べ 高 くなっ て い

る。蒸気養生温度 の 上昇に伴 い コ ン ク リートの 内部温 度

は 上 昇 し， 蒸気養 生 開始 か ら 8 時 間 30 分後に ピーク に

達す る 。 最高温度 83℃ を表 した の ち下降に転じ，打設 か

ら約 24 時間 で ASTMA882 お よび PCI の ガ イ ドラ イ ン に

規 定 す る温 度 66℃ に なっ て い る。こ の 温度 を確認 した時

点で プ レ ス トレ ス を導入 した。

　埋 込 型 ひ ず み 計 で 測 定 した コ ン ク リ　一一トの 全 ひ ずみ

を図
一5に 示 す 。 今回使用 した埋込型ひ ずみ計に は熱出

力 が 生 じな い 様 に 自己温度補償がなされて い る ため，次

式 に よ り温 度補正 を行い
， 全 ひ ずみ を算出 して い る。 こ

の 全 ひずみ は，温 度 ひずみ と 自己収 縮 ひ ず み 等の 和 とな

っ てい る と考 え られ る。

　　　　　s ＝C
、

× St ＋ Cp　x △τ　　　　　　　　　　　（1）

こ こ で ，e は 実ひ ずみ、　C
、
は校正 係数（0．8× IO

’6n
× 106），

Si は ゲージの 読み取 り値，△T は初期温度との 温度差（℃），

Cfiは補正係数（11× IO
“s1

℃ ）で ある。なお，校正 係数お よ

び補正 係数 の 値 は，ひず み計 の 試験成績書の 値 を用 い て

い る 。
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図
一5 コ ン クリ

ー
ト内 部の ひずみ の 経時変化

　 プ レ ス レ ス 導入時 の コ ン クリ
ー

トの 上段お よび 下 段

の ひ ずみ は
，
356μ お よび 424μ （平均値）で あ る。プ レ

ス ト レ ス 導入 時 の コ ン ク リ
ー

ト内部の ひ ずみ お よび直

応力 は，図
一6 に 示す線形が 仮定 され る事 か ら，コ ン ク

リート下 縁ひ ずみ ec は 518μ と算定され ，ま た，導入応

力は下記 の 式（2）を用 い て 17．INImm2 が算 出 され る。こ の

値 は，設 計 で 求め た 有効 プ レ ス トレ ス 16．7Nlmml を満足

して い る 。

ひ ずみ 測 定上 段

一．．．蕊玄嚢副瀛五慇．．．

虹 　＿＿＿

鷓 惣 ．．．．．．＿．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ec　　　　　　　 σ c

　　　　　　　　　　　　　＝519 μ 　　　　　＝17．11Vfmm2

図一6　プ レス トレス導入時の ひずみおよび下縁応力

　　　　σ c
＝ Ec εc 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

こ こで，Ecは コ ン ク リートの ヤ ン グ係数（3，3 × 104N2hvn’），
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opは線形補間され た コ ン ク リート下縁ひ ずみ で ある。

3．2 本 試験 桁 の コ ン ク リート温 度履 歴

　本試験 の 試験桁 BSI2 −Sl　 （普通 PC 銅 よ り線仕様）お

よび BS12・S2 〔エ ポ キ シ樹脂被覆 PC 銅 よ り線仕様） の

コ ン ク リート内 部温度の 測定 結果を ，
コ ン ク リート打設

か らの 時間 に 対応して 図
一7 ，8 に 示 す 。 こ こ で は，最

も温 度が 高 くな っ た 充 実断 面位 置 （測 定位 置 T−2・2，5）の

温度履歴を示してい る。2 本の 試験桁は，同
一

条件下で

＝ ン ク リ
ー

ト打設が 行われ て い る た め，コ ン ク リ
ー

トの

内部 温 度 は 同様 の 傾向 を表 し て い る 。
し か し，BSI2。S豆

の 測 定結果が僅か に 高い 温 度を表し ，
ピ ーク時 に 桝 ℃ に

達 し て い る。コ ン ク リート打設後，約 22 時間 30分経過

して 66℃ に下 降 して い る 。 この 温度を確認 したの ち に プ

レ ス トレ ス 導入 を行 っ た 。

se8070605040
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鰯
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1424　　　　　19’12　　　　　2400

図一7 コ ン ク リート内部の 温度履歴 （BS12−S1）
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図一8 コ ン ク 1丿一ト内 部の 温度履歴 （BS12−S2＞

3．3 曲げ磯壌馘 験

　　曲げ破壊試験 は，JIS　A 　53732004 ，付属書 2 に基づ

い て 行 われ た。設 計 に基づ く曲げひ び 割れ モ
ーメ ン トか

らひ び 割 れ 荷重 の 設 計値 を算出 し，そ の 荷重 を載 荷 した

時にひび 割れ発生 の 有無を確認 した 。 その 後載荷荷重を

増加 し，ひ び 割れ 発 生を確認 した 荷重 をひ び割れ荷重 の

実測値 と称 した 。 さらに荷 重 を増加 して 破壌 に 至 るま で

載荷 し，各々 の 載荷荷重 に 対応 す るひ ず み を測定 した 。

　破 壊荷重 を確 認 す る た め，試 験 桁 BS12 −Sl （普通 PC

銅 より線仕様） につ い ては，コ ン ク リ
ー

トの 圧 壊 まで荷

重を増加 した。また，試験桁 BS12 −S2 （エ ポ キ シ 樹脂被

覆 PC 鍋 よ り線仕様） に 対 して は ，
　 BSI2・S且 で 破壊 に 至

っ た荷重以上を載荷した が コ ン ク リートの 圧 壊 に は 至

らず，そ の 時点で 載荷を中止 した。

　試験桁 BS12・Slの ひ び 割れ荷重 の 設計値は 184kNで あ

るが，そ の 荷重の 載荷時に は ひ び 割れ発 生が確認され て

い ない。最初の ひ び 割れ は 210kN 載荷 時 に 確 認 され，こ

の 値をひ び 割れ荷重 の 実測値と称 して い る。載荷 を増加

し，383kNで 上 縁の コ ン ク リートが圧 壌 した。この 値 を

破壊荷重 と称 して い る。

　 ス パ ン 中央部 で の 上 下縁 ＝ ン ク リ
ー

トの ひ ずみ の 測

定結果を図一9 に 示 す。ひ び 割れ 荷重 の 設計値 194kN ま

で 直線性 を示 し，導入 プ レ ス トレス が有効 に 作用 して い

る。

　た わ みの 測定結果を図
一10 に示す。 ひ び割れ荷重載

荷時の 設 計 た わみ 21．9  に対 し ， 実測 た わ み は 23．2mm

で あ り，設 計値の 5％ 超の 範囲に 収ま っ て い る。図 示 の

様に，ひ び割れ荷重 の 実測値 210kN ま で た わ みは 直線性

を示 し，ひ ずみ と同様、導入プ レス トレ ス の 有効性 を表

して い る。

　試験桁 BS12−S2 の 曲げ試験結果は ， 上 記 の BSI2・Sl と

ほ ぼ同様 の 傾向 を表 し て い る。ひ び 割れ 荷重 の 設計 値

171kN に 対 し，ひ び 割れ荷重 の 実測値 は 200kN を表 して

い る。さらに 上記 の 試験桁 BS12・S1の 破壊荷重を超えた

387kN ま で載荷 し，上 縁の コ ン ク リートひ ずみ 2700pを

測定 して 載荷を中止 した。

　 ス パ ン 中央部で の 上 下 縁 の コ ン ク リ
ー

トひ ずみ の 測

定結果 を 図
一9 に 示 す。 ひ び割れ荷重の 実 測値 200kN ま

で 直線性 を示 し ， 導入 プ レ ス トレ ス の 有効性 を表 して い

る。ま た，た わ み の 測定結果を図
一10 に 示 す 。 ひ び 割

れ荷重載荷時 の 設計たわみ 20．3mm に対 し，実測たわみ

は 同 じ値 となっ て い る。 荷重一た わみ の 曲線 は，実測ひ

び 割れ 荷重 200kN ま で 直 線性 を示 し，ひ ず み と同様 ，導

入 プ レ ス トレ ス の 有効性 を表 して い る。な お，変位計 は，

測定容量（100mm ）に 近づ い た た め載荷途中で 取 り外 した。

　 2 本の 試験桁 の ひ び 割れ荷重お よび破壊荷重の 実測値

は，共 に設 計値を超 え，ま た，荷重一ひ ずみ 関係 お よ び

荷重一た わ み 関係 と もに 同 様 の 関係 を示 して い る。こ の

こ とか ら2 本 の 試験桁は同様 の 曲げ性状を有 して い る こ
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とが 確認 され る。また，ひ び鞠1れ 荷 重 の 実 測 値ま で荷重

一ひ ずみ 関係 お よ び荷重一た わ みの 関係 に 直線性 が 保

持されて い るこ と か ら，い ずれ の 桁 に おい て も導入 プ レ

ス トレ ス が 有効 に 作用 してい る事が確 認 され る 。

　これ らの 試 験結果か ら，BS12−Sl （普通 PC 鋼 よ り線仕

様 ） と試験桁 BS12・S2 （エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 銷 よ り線

仕様）の 耐荷性能は ， 同等で ある事が確認 され る 。

一300e　
−2000　 −2eOO　 −1500　 −1000　 冒伽 　　　0　　　500　　 1000

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひずみ（μ）

図
一9 荷莖

一
ひ ずみ曲線（1矧 2−S1，S2）

り耐荷性 能の 比 較 を行 っ た。そ の 試 験結果 か ら次 の 知 見

が 得られた。

（1）コ ン ク リ
ートの 内部温度は，蒸気養生 に おい て ピー

　 ク時には 80℃を超 え，その 後経時的 に 降下 して くる。

　 こ の 様 な 温度履歴 か ら ，
ASTMA882 ！A882M 一傭 お よ

　 び 米国の プ レ ス トレ ス コ ン ク リ
ート協会 〔PCI）の ガ

　 イ ドライ ン に 準拠 して 付着性能 を 確保す るた め に は，

　 桁製作時の 厳 しい温 度管理 が 必 要 とな る。

（2）プ レ ス ト レ ス 導入 時の コ ン ク リ
ート温度を管理 し て

　 製作 した エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 鋼 よ り線仕様の プ レ

　 テ ン シ ョ ン   桁は，エ ポキ シ 樹脂 の 軟化 に伴 う付着

　 性 能 の 低 下 は 表 れ な く，従 来 の 普 通 PC 鋼 よ り線 仕様

　 の プ レ テ ン シ ョ ン PC 桁 と同等な耐荷性能を保有 し

　 て い る。

（3）エ ポ キ シ 樹脂被覆 PC 鋼 よ り線お よび エ ポ キ シ 樹脂

　 塗装鉄筋仕様の プ レ テ ン シ ョ ン PC 桁 は ， 被覆材が高

　 度 の 遮塩性 を有す る こ とか ら，高耐 久 性 の 性能を維

　 持 し，ミニ マ ム メ ン テ ナ ン ス 橋の 性能 を発揮す る。

謝辞 ：試験桁製作お よび 曲げ試験 を行 うに あ た り，沖縄

ピーシー株 式会社の 協力 を頂 い た 。 ま た ， 測定お よび 準

備 に 学部 4 年次 砂川 晃 平君 に協力頂 い た。こ こ に 記 し

て感謝 の 意を 表 しま す。
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4．まとめ

　本試験研究で は，最初 に エ ポキ シ樹脂被覆 PC 鋼より

線仕様 の 予備試 験桁を製作 し，温度管理の 下 で プ レ ス ト

レ ス 導入 を確認 した 。 次 に ，
エ ポキ シ 樹脂被覆 PC 鋼 よ

り線仕様お よ び普通 PC 銅よ り線仕様 の プ レ テ ン シ ョ ン

PC 桁 を同
一

条件下で 製作 し，それ らの 曲げ破壊試験 に よ
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